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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成23年5月6日(2011.5.6)

【公開番号】特開2008-268193(P2008-268193A)
【公開日】平成20年11月6日(2008.11.6)
【年通号数】公開・登録公報2008-044
【出願番号】特願2008-78619(P2008-78619)
【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｓ  13/74     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  17/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｋ  19/07     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０１Ｓ  13/74    　　　　
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｌ
   Ｇ０６Ｋ  17/00    　　　Ｆ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｑ
   Ｇ０６Ｋ  19/00    　　　Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成23年3月23日(2011.3.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　管理対象物に付され、該管理対象物の周囲の情報を検知する検知部が設けられた個体管
理装置と、
　前記個体管理装置との距離を算出する位置解析部が設けられ、前記個体管理装置と無線
通信を行う個体識別装置と、
　前記管理対象物に関する情報を記憶する記憶部が設けられ、前記個体識別装置と無線通
信又は有線通信を行う個体情報管理装置と、を有し、
　前記検知部及び前記位置解析部の情報が、前記管理対象物の位置の特定に用いられるこ
とを特徴とする個体管理システム。
【請求項２】
　管理対象物に付され、該管理対象物の周囲の情報を検知する検知部が設けられた個体管
理装置と、
　前記個体管理装置の存在する方向を特定する位置解析部が設けられ、前記個体管理装置
と無線通信を行う個体識別装置と、
　前記管理対象物に関する情報を記憶する記憶部が設けられ、前記個体識別装置と無線通
信又は有線通信を行う個体情報管理装置と、を有し、
　前記検知部及び前記位置解析部の情報が、前記管理対象物の位置の特定に用いられるこ
とを特徴とする個体管理システム。
【請求項３】
　管理対象物に付され、該管理対象物の周囲の情報を検知する検知部が設けられた個体管
理装置と、
　前記個体管理装置との距離を算出し、方向を特定する位置解析部が設けられ、前記個体
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管理装置と無線通信を行う個体識別装置と、
　前記管理対象物に関する情報を記憶する記憶部が設けられ、前記個体識別装置と無線通
信又は有線通信を行う個体情報管理装置と、を有し、
　前記検知部及び前記位置解析部の情報が、前記管理対象物の位置の特定に用いられるこ
とを特徴とする個体管理システム。
【請求項４】
　請求項１乃至請求項３のいずれか一において、
　前記個体管理装置はアンテナを有し、
　前記位置解析部は、前記アンテナから受信した電磁波の強度により前記管理対象物の位
置の特定を行うことを特徴とする個体管理システム。
【請求項５】
　請求項１乃至請求項４のいずれか一において、
　前記個体管理装置は記憶部を有し、前記個体管理装置の記憶部は不揮発性メモリを有す
ることを特徴とする個体管理システム。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記不揮発性メモリは、ライトワンス型であることを特徴とする個体管理システム。
【請求項７】
　請求項１乃至請求項６のいずれか一において、
　前記個体管理装置は、無線によって給電することが可能な蓄電部を有することを特徴と
する個体管理システム。
【請求項８】
　請求項１乃至請求項７のいずれか一において、
　前記個体識別装置は、無線によって給電することが可能な蓄電部を有することを特徴と
する個体管理システム。
【請求項９】
　請求項１乃至請求項８のいずれか一において、
　前記個体識別装置は、前記個体管理装置との通信の状態を利用者に知らせる対利用者通
知部を有することを特徴する個体管理システム。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記対利用者通知部は、表示部、照明素子、バイブレータ、音声機器、又は音声通知部
であることを特徴とする個体管理システム。
【請求項１１】
　請求項１０において、
　前記表示部には周囲のレイアウトを表示できることを特徴とする個体管理システム。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれか一において、
　前記個体識別装置は、撮像部を有することを特徴とする個体管理システム。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１２のいずれか一において、
　前記検知部は、光センサを有し、
　前記光センサにより検知された情報が、前記管理対象物の位置の特定に用いられること
を特徴とする個体管理システム。
【請求項１４】
　個体管理装置、前記個体管理装置との無線通信が可能な個体識別装置、及び前記個体識
別装置との通信が可能な個体情報管理装置を有し、
　前記個体管理装置は、個々の個体管理装置を識別するための識別情報を記憶する記憶部
と、検知部と、を有し、
　前記個体識別装置は、前記個体管理装置との距離を算出する位置解析部を有し、
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　前記個体管理装置は管理対象物に付され、
　前記個体情報管理装置は、前記個体識別装置が特定の識別情報を有する個体管理装置と
通信を行うように、前記個体識別装置と前記個体管理装置との無線通信を制御し、
　前記個体識別装置と前記個体管理装置との無線通信により、前記個体管理装置は前記記
憶部が記憶する前記識別情報及び前記検知部が得た検知情報を前記個体識別装置に送信し
、前記個体識別装置は前記位置解析部で個体管理装置との距離を算出することにより、前
記個体管理装置が付された前記管理対象物の位置を特定することを特徴とする個体管理シ
ステム。
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